
H24.5

現在の運営方法

２ 施設の設置目的

３ 施設の概要

昭和４９年７月１日（開館１０月１７日） 区分 金額

9,347㎡（群馬県） 大人 300(団体240)

大高生 150(団体120)

4,132,360 千円 中学生以下 無料

障害者・介護者 無料

４ 管理運営コストの状況 （千円）
24年度（当初予算） 23年度（決算額） 22年度（決算額） 21年度（決算額） 20年度（決算額）

14,458 14,728 17,483 12,168 19,283

観覧料 10,372 11,686 9,987 8,165 13,277

行政財産使用料収入 1,050 1,167 1,684 1,701 1,702

雑入 3,036 1,875 5,812 2,302 4,304

350,783 322,605 305,053 327,936 353,767

常勤職員 130,438 128,088 115,460 130,455 135,941

非常勤職員 23,550 23,149 23,020 24,206 24,105

その他管理運営 196,795 171,368 166,573 173,275 193,721

▲ 336,325 ▲ 307,877 ▲ 287,570 ▲ 315,768 ▲ 334,484

５ 職員の状況（各年度４月１日現在） （人）

24年度 23年度 22年度 21年度 20年度

15 16 14 15 16

11 11 11 11 11

26 27 25 26 27

施 設 概 要

施設の名称 群馬県立近代美術館

所管部局・課 生活文化部文化振興課 ■直営 □指定管理者

※企画展は大人1000円以下で個別設定。

歳 入（①）

１ 施設の設置根拠（法律、条例等）

社会教育法、博物館法、群馬県立美術館の設置及び管理に関する条例

・美術に関する県民の知識及び教養の向上を図り、もって県民文化の振興に寄与する。

設置年月日

敷地面積（所有者）

区 分

主な施設（床面積、階数等)
展示室、講堂、アトリエ、レストラン、ハイビジョンシアター
他（12,530㎡、地上２階（一部３階建て）

S49新築、H3新収蔵庫、H6ﾊｲﾋﾞｼﾞｮﾝ棟･ﾚｽﾄﾗﾝ築、H10現
代棟築

建設費

備考

歳入・歳出の主な増減理
由

合 計

・平成22年度は、ｱﾝｺｰﾙﾜｯﾄ展の観覧料や野又穣展図録販売等の収入増により歳入
額が増加した。
・平成23年度は群馬ＤＣの開催に伴い企画展示予算の充実を図ったので、歳出額が増
加した。

非常勤職員

常勤職員

歳 出（②）

歳入・歳出の差額（①－②）
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(近代美術館)
６ 施設利用の状況

23年度 22年度 21年度 20年度 19年度

111,931 128,853 91,301 101,771 9,783

内 有料利用者数（人） 39,240 55,940 33,983 39,960 7,354

訳 無料利用者数（人） 72,691 72,913 57,318 61,811 2,429

区 分

利用者の主な増減理由

・平成１８～１９年度は休館中であり、昭和庁舎で実施した展示活動の利用者
数を計上した。
・２０年度はリニューアルオープンに伴い利用者が増加した。
・２２年度は民間企業（上毛新聞社）と初めて共催した企画展を開催した。
・２３年度は夏の節電による展示室の一部閉室及び福島原発事故に起因する
冬期展覧会の差し替え等により、利用者が減少した。

年間利用者総数（人）


